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観光パンフレットが
　　　  創刊しました

モデル：仲村瑠璃亜さん

　酒々井の見どころと魅力を満載した

ご当地パンフレット（フリーマガジン）

「酒々井町じゃらん」が、㈱リクルート

ライフスタイルと連携して３月に創刊

されました。

　このパンフレットは、町の魅力をよ

り多くの方へ発信して震災後の復興と

活性化を図るために作成されたもの

で、ショッピングやレジャー、グルメな

ど日ごろ慣れ親しんだ町の中に新たな

発見があるかもしれません。町内の図

書館や公民館など各施設に置かれて

いますので、ぜひ一度ご覧ください。



ま
ち
づ
く
り
の
目
標

酒々井町長 小坂 泰久

平成26年度 施政方針平成26年度 施政方針
高品質なコンパクトシティー高品質なコンパクトシティー高品質なコンパクトシティー

100年安心して
　   住めるまちづくり

高品質なコンパクトシティー

100年安心して
　   住めるまちづくり

３月定例議会が３月３日から開催され、冒頭、小坂町長が平成２６年度の行政運
営の指針となる施政方針の説明を行いましたので、その概要をご紹介します。

　
平
成
17
年
、
酒
々
井
町
は
住
民

投
票
の
結
果
、
佐
倉
市
と
合
併
を

せ
ず
に
独
立
の
道
を
歩
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
合
併
協
議
に
お
け

る
新
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
酒
々

井
町
単
独
で
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

を
高
め
る
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組

ん
で
き
た
施
策
と
し
て
は
、
保
育

所
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
、
中
学

校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
、
保
育
園
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
一
貫
し
た
英
語
教
育
と
中
学

生
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外

派
遣
の
実
施
、
小
中
学
校
の
全
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
、
保
育
園

及
び
小
中
学
校
の
耐
震
化
の
ほ

か
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
の
創
設
、
介
護
予
防
制
度
の
導

入
、
地
域
で
支
え
合
う
高
齢
者
施

策
の
充
実
や
交
通
政
策
な
ど
、
町

民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
酒
々
井
南
部
地
区
で
は
、

昨
年
、
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
�
ン

ジ
の
開
設
に
合
わ
せ
て
酒
々
井
プ

レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
開

業
し
ま
し
た
。
成
田
空
港
に
隣
接

し
た
空
港
圏
と
し
て
交
通
の
利
便

性
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
今
後
こ

の
契
機
を
ど
う
取
り
込
み
、
活
用

し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
内
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
ー
シ
�
ン

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
、
町
の
歴

史
的
な
文
化
遺
産
や
自
然
環
境
な

ど
町
独
自
の
特
性
や
強
み
を
情
報

発
信
し
、
酒
々
井
町
内
へ
の
集
客

を
図
り
、
さ
ら
に
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
健
康
福
祉
施
策
】

①
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
助
成
し
、
子
ど
も
の
保

健
の
向
上
と
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

②
待
機
児
童
は
現
在
解
消
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
私
立
保
育
園
へ
の
保

育
委
託
を
行
う
と
と
も
に
、
中
央

保
育
園
で
は
満
２
歳
か
ら
、
岩
橋

保
育
園
及
び
私
立
保
育
園
で
は
満

６
か
月
か
ら
一
時
保
育
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
町
立
保
育
園
で
の
英

語
指
導
を
実
施
す
る
な
ど
保
育
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

③
放
課
後
こ
ど
も
教
室
は
、
地
域

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
円
滑
な
運

営
が
図
れ
る
よ
う
努
め
、
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
利
用
料
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

④
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
登
録
制
度

を
さ
ら
に
推
進
し
、
高
齢
者
の
熱

中
症
予
防
対
策
と
し
て
、
冷
感
ス

カ
ー
フ
等
を
配
布
し
ま
す
。
新
規

に
80
歳
の
青
年
式
事
業
と
し
て
、

介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
等

を
目
的
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑤
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
機

能
充
実
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。
新
た
に
、
活
力
あ
る
高
齢
者

（
創
年
）
の
方
々
と
町
と
の
協
働

で
、
農
地
の
荒
廃
に
よ
り
支
障
を

き
た
す
地
域
環
境
を
改
善
す
る
事

業
を
試
行
的
に
行
い
ま
す
。

⑥
老
々
介
護
な
ど
介
護
者
の
精
神

的
、
身
体
的
な
負
担
や
悩
み
ご
と

相
談
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
「
心

と
身
体
の
健
康
づ
く
り
」
を
推
進

し
ま
す
。

⑦
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
高
齢
者
に
対
し
て
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
介
護
予
防
の
運
動
を
中
心
と

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
実
施
し

ま
す
。

⑧
認
知
症
へ
の
支
援
体
制
の
取
り

組
み
を
検
討
し
、
認
知
症
施
策
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

⑨
各
種
検
診
、
健
康
教
育
、
健
康

相
談
等
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
特

定
年
齢
の
方
に
対
す
る
乳
が
ん
、

子
宮
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
検
診
に
加
え
、
成
人
歯
科

検
診
の
無
料
検
診
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
学
生
の
生
活
習
慣
病

予
防
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑩
妊
婦
健
診
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ

ス
、
心
理
発
達
相
談
な
ど
15
の
事

業
メ
ニ
�
ー
に
よ
り
子
育
て
支
援

に
取
り
組
み
ま

す
。
特
に
、
新

生
児
訪
問
指
導

は
、
新
生
児
の

い
る
全
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、
育

児
相
談
等
、
母
親
へ
の
支
援
を
行

い
、「
こ
と
ば
の
教
室
」
で
は
、
就

学
前
の
子
ど
も
に
個
別
の
相
談
と

指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
不
育

症
で
治
療
を
受
け
て
い
る
ご
夫
婦

に
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。、
新
た
に
、
保
育
園
児
と
幼

稚
園
児
に
歯
の
教
育
と
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
を
行
う
「
な
か
よ
し
歯

磨
き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

⑪
乳
幼
児
と
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
各
種
予
防
接
種
の
勧
奨
を
個
別

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上

の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
の
勧
奨
を
行
い
流

行
抑
制
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

⑫
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
が
実

践
で
き
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
、
食
育
を

行
い
、
地
場
産
物
を
取
り
入
れ
た

給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

【
教
育
文
化
施
策
】

①
豊
か
で
特
色
あ
る
幼
児
教
育
推

進
の
た
め
、
私
立
幼
稚
園
に
補
助

金
を
、
ま
た
、
保
護
者
に
は
私
立

平
成
26
年
度
の
主
要
施
策
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幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

②
◎
町
図
書
館
と
学
校
図
書
館
と

の
連
携
に
よ
り
、
学
校
図
書
館
機

能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、「
小
・
中
学
校
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
事
業
」、「
教
職
員
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
支
援
事
業
」
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
◎
新
た
に
、
小
学
５
、６
年
生

の
授
業
を
中
心
に
理
科
専
属
の
小

学
校
ス
ク
ー
ル
支
援
員
事
業
を
行

い
ま
す
。

　
◎
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
活
用
し
、
保
育
園
か
ら
中
学
校

ま
で
一
貫
し
た
英
語
教
育
と
、
中

学
生
を
海
外
へ
派
遣
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
現
地
校
で
の
体
験
学
習

を
通
し
て
国
際
化
に
対
応
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
◎
適
応
指
導
教
室
「
ふ
れ
あ
い

ル
ー
ム
」
で
、
不
登
校
児
童
生
徒

の
学
校
へ
の
復
帰
を
支
援
し
ま
す
。

③
「
本
佐
倉
城
跡
整
備
基
本
設
計

書
」
に
基
づ
き
、
入
口
広
場
整
備

等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時

代
に
栄
え
た
旧
酒
々
井
宿
を
「
酒

々
井
町
の
顔
」
と
し
て
町
並
の
保

存
整
備
を
行
い
ま
す
。

④
順
天
堂
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
人
生
の
節

目
を
祝
福
す
る
「
新
成
人
の
つ
ど

い
」や
60
歳
を
迎
え
る
方
々
の「
盛

年
式
」
の
開
催
、「
酒
々
井
町
青

樹
堂
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
実
践

者
の
育
成
な
ど
、「
生
涯
現
役
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
生
涯
学
習

と
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

⑤
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
承
す
る
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
学
校
教
育
支
援
促

進
事
業
を
行
い
ま
す
。

⑥
当
町
に
な
い
観
光
資
源
や
星
空

等
の
美
し
い
自
然
体
験
学
習
が
で

き
る
北
海
道
陸
別
町
と
児
童
の
交

流
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校

児
童
を
対
象
と
し
た
補
習
と
講
座

を
開
催
し
、
地
域
と
連
携
し
た
土

曜
日
の
教
育
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
生
活
環
境
施
策
】

①
防
災
訓
練
の
実
施
や
自
主
防
災

組
織
の
防
災
資
機
材
購
入
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
防
災
用
資
機
材

や
災
害
用
備
蓄
品
等
の
整
備
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
消

防
団
機
庫
の
耐
震
化
を
図
る
た
め

移
転
整
備
や
消
防
施
設
の
改
修
等

を
行
い
ま
す
。

②
昨
年
の
台
風
26
号
浸
水
被
害
に

よ
り
、
中
川
流
域
の
水
害
対
策
と

し
て
調
節
池
設
置
を
求
め
る
請
願

書
、
ま
た
、
議
会
か
ら
は
中
川
調

節
池
整
備
に
関
す
る
意
見
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
水
害
被
災
地
域

住
民
の
不
安
の
解
消
を
図
る
た
め
、

調
節
池
の
整
備
に
向
け
て
、
整
備

補
助
財
源
確
保
等
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

③
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

団
体
と
の
協
働
に
よ
る
防
犯
対
策

を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
総
合
交

通
政
策
会
議
の
検
討
か
ら
、
施
設

の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

④
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）
及
び
定
置
用
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
設

置
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

【
都
市
基
盤
施
策
】

①
町
の
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図

る
た
め
の
「
景
観
計
画
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
木
造
戸
建

て
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
工
事
費
用
の
一
部
助
成
と
雨
水

貯
留
、
浸
透
対
策
を
踏
ま
え
た
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を
行

い
ま
す
。

②
通
学
路
等
の
安
全
確
保
を
進
め
、

道
路
改
良
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
交
通
安
全
施
設
や
防
犯
街
灯

の
整
備
、
維
持
管
理
を
行
い
ま

す
。

【
産
業
経
済
施
策
】

①
商
工
業
振
興
の
た
め
、
町
商
工

会
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

②
過
去
の
債
務
負
担
行
為
に
よ
る

農
道
や
農
業
排
水
路
等
の
整
備
費

用
の
返
済
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

国
営
印
旛
沼
二
期
土
地
改
良
事
業

に
係
る
負
担
金
の
一
部
を
基
金
に

積
み
立
て
、
将
来
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。

③
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

内
の
「
酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
町
の
観
光
物

産
情
報
を
広
く
提
供
し
、
ま
た
、

周
辺
観
光
施
設
で
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
に
よ
り
町
内
へ
の
誘
客
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
ち
び
っ
こ
天
国

は
、
指
定
管
理
者
に
よ
り
継
続
し

て
管
理
運
営
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
と
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
を
健
康
増
進
や
憩
い
の

場
、
観
光
面
等
で
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
施
設
の
在
り
方
を
検
討
し

ま
す
。

④
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
販

売
促
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
や

起
業
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

【
地
域
社
会
と
行
財
政
施
策
】

①
公
益
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
井

戸
端
」
の
運
営
・
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
が
実
施
す

る
環
境
美
化
活
動
等
へ
の
支
援
や

生
活
環
境
整
備

工
事
に
必
要
な

資
材
等
の
支
給

を
行
い
ま
す
。

里
山
再
生
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
酒
々

井
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
」
の
管
理

運
営
と
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

②
町
の
情
報
を
発
信
し
、
定
住
の

促
進
を
図
る
た
め
の
酒
々
井
町
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を

作
成
し
ま
す
。

③
酒
々
井
町
は
町
制
施
行
１
２
５

周
年
を
迎
え
、
全
国
に
２
町
し
か

な
い
日
本
一
古
く
歴
史
の
あ
る
町

で
す
。
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
等
は
実

施
し
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
郷
土
愛

を
育
む
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

④
老
朽
化
し
た
東
庁
舎
の
代
替
え

と
し
て
分
庁
舎
を
建
設
し
、
災
害

対
策
本
部
を
設
置
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、

役
場
中
央
庁
舎
の
空
調
設
備
機
器

及
び
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　
私
は
、
町
長
と
し
て
３
期
目
、

ま
ち
づ
く
り
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
初

年
度
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
各
種

施
策
を
展
開
し
、
高
品
質
な
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
、

「
１
０
０
年
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
盤
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
よ

り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
安

全
で
安
心
な
生
活
の
確
保
、
地
域

住
民
と
の
協
働
の
ほ
か
、
町
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
う
え

で
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

行
え
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
予
算
規
模
は
、
前
年
度
比

７
・
５
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
第
５
次
総
合
計
画
で
の
６
つ
の

基
本
目
標
に
沿
っ
た
施
策
を
行

い
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
町
税
は
、
町
民
税
や
固
定
資
産

税
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年

度
比
５
・
２
％
増
、
地
方
交
付
税

は
、
自
主
財
源
が
増
え
る
影
響
な

ど
で
２
・
２
％
減
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
有
効
な
財
源
を
利
用
し
て
、

歩
行
者
安
全
確
保
等
の
道
路
整
備

を
進
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
は
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
、
そ
の
他
各
種
の

交
付
金
も
増
加
し
ま
す
。
財
源
不

足
を
補
て
ん
す
る
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
金
も
増
加
す
る
予
定

で
す
。 一

般
会
計
予
算
の

概
要

歳
　
入

　平成26年度予算が、3月議会で可決されまし
た。
一般会計当初予算は58億6,330万5千円で、前
年度に比べ4億1,110万円、7.5％増加していま
す。
　国民健康保険など3つの特別会計予算の
合計は38億1,805万1千円で、下水道の会計は
企業会計に変更されます。

平成26年度当初予算平成26年度当初予算

一般会計、前年度比7.5％増の
58億6,330万5千円でスタート

歳入予算の前年度比較

前年度比較

（単位：千円、％）

町 税

地方交付税

国庫支出金

町 債

県 支 出 金

交 付 金 等

諸 収 入

そ の 他

26年度

予算額

2,511,922

989,000

534,035

489,200

341,687

308,300

130,625

558,536

5,863,305

25年度

予算額

2,387,115

1,011,600

436,089

461,700

298,363

270,900

129,732

456,706

5,452,205

増減額

124,807

△ 22,600

97,946

27,500

43,324

37,400

893

101,830

411,100

増減率

5.2

△ 2.2

22.5

6.0

14.5

13.8

0.7

22.3

7.5

区　　分

合　　計

歳出予算の前年度比較

前年度比較

（単位：千円、％）

民 生 費

総 務 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

消 防 費

公 債 費

そ の 他

26年度

予算額

1,449,790

1,039,431

835,376

785,934

488,611

465,450

457,938

340,775

5,863,305

25年度

予算額

1,431,602

889,871

853,628

445,902

511,554

477,606

477,159

364,883

5,452,205

増減額

18,188

149,560

△ 18,252

340,032

△ 22,943

△ 12,156

△ 19,221

△ 24,108

411,100

増減率

1.3

16.8

△ 2.1

76.3

△ 4.5

△ 2.5

△ 4.0

△ 6.6

7.5

区　　分

合　　計

公債費
4億5,793万8千円

7.8%

歳入 歳出
町税

25億1,192万2千円
42.8%

町税
25億1,192万2千円

42.8%

地方交付税
9億8,900万円
16.9%

町債
4億8,920万円
8.3%

民生費
14億4,979万円
24.7%

総務費
10億3,943万1千円

17.7%土木費
7億8,593万4千円

13.4% 教育費
8億3,537万6千円

14.3%

衛生費
4億8,861万1千円

8.3%

その他
3億4,077万5千円
5.9%

国庫支出金
5億3,403万5千円

9.1%

県支出金
3億4,168万7千円 

5.8%

交付金等
3億830万円
5.3%

諸収入
1億3,062万5千円

2.2%

その他
5億5,853万6千円

9.6%

消防費
4億6,545万円
7.9%

総務費
10億3,943万1千円

17.7%土木費
7億8,593万4千円

13.4%

衛生費
4億8,861万1千円

8.3%

消防費
4億6,545万円
7.9%
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民
生
費
は
、
総
合
支
援
給
付
事

業
・
保
育
委
託
事
業
・
デ
マ
ン
ド

交
通
機
器
の
更
新
等
の
増
加
な
ど

か
ら
１
・
３
％
増
と
な
り
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
役
場
庁
舎
関
係
工

事
費
等
の
増
加
な
ど
か
ら
16
・
８

％
増
と
な
り
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
金
・
小
中
学
校
教
育
用
パ

ソ
コ
ン
・
中
学
校
職
員
室
床
改
修

工
事
等
の
増
加
及
び
本
佐
倉
城
跡

整
備
事
業
の
減
少
な
ど
か
ら
２
・

１
％
減
と
な
り
ま
す
。

　
土
木
費
は
、
道
路
整
備
な
ど
の

増
加
に
よ
り
76
・
３
％
の
増
、
衛

生
費
は
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
補
助
金
の
増
加
及
び
予
防
接

種
事
業
の
減
少
な
ど
か
ら
４
・
５

％
の
減
、
消
防
費
は
、
災
害
対
策

用
浄
水
器
の
整
備
費
等
の
減
少
な

ど
か
ら
２
・
５
％
の
減
、
公
債
費

は
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
の
建
設

に
伴
う
償
還
額
の
減
少
な
ど
か
ら

４
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
公
営
企
業
会
計
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
財
政

班
☎

２
３
４ 歳

　
出

一般会計予算の 6 つの基本目標別主要事業

○児童手当支給事業
○総合(障害者自立）支援事業
○子ども医療費助成事業　　　　　
○保育委託事業
○予防接種事業
○身体障害者福祉事業
○健康増進事業
○母子保健推進事業
○老人福祉事業
○放課後児童クラブ事業
○障害児施設措置事業
○ひとり親福祉推進事業
○生きがい創造支援事業
○骨粗しょう症予防検診事業　     【拡充】

3億2,110万円
1億9,193万円
7,142万円
4,523万円
4,118万円
3,761万円
2,411万円
2,025万円
1,890万円
1,757万円
1,736万円
386万円
224万円
54万円

1億5,929万円
3,841万円
1,453万円
852万円
356万円
343万円
203万円
102万円

健康福祉

1億6,518万円
4,090万円
2,873万円
820万円
453万円

３ いつも安全で安心して快適に暮らせるまちづくり

１ 子どもから高齢者まで誰もがいきいきと輝くまちづくり

○じん芥処理事業
○し尿処理事業
○消防施設事業
○再生可能エネルギー推進事業
○防災行政無線管理整備事業

生活環境

1億9,949万円
1億3,228万円
2,514万円
1,159万円
746万円
460万円
306万円

○社会資本整備総合交付金事業（道路改良）
○社会資本整備総合交付金事業（交通安全）
○防犯街灯事業
○総合公園管理事業
○住宅耐震事業
○景観計画策定事業           　     【新規】
○住宅リフォーム補助事業

都市基盤

3,758万円
1,914万円
959万円
850万円
345万円

○農業基盤整備事業
○ちびっこ天国運営事業
○酒々井ブランド創出事業
○コミュニケーションセンター事業
○商工業振興事業

産業経済

2億919万円
3,938万円
1,322万円
709万円
212万円
197万円
118万円

○庁舎管理事業  　　　　　　【拡充】   
○情報化推進事業
○地区集会所等補助事業　　　
○自治振興事業
○交流サロン運営事業
○まちづくり研究所事業 　 　　  【新規】
○公園等愛護活動推進事業

地域社会と行財政
○給食事業
○私立幼稚園就園奨励・補助事業
○児童生徒国際交流振興事業
○本佐倉城跡保存整備事業
○保健体育活動事業
○青少年健全育成事業　　   　　【拡充】
○学校教育支援促進事業
○土曜日の教育支援体制等構築事業    【新規】

教育文化

下水道事業会計（特別会計から企業会計に変更）
収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

５億6,493万7千円

５億2,272万8千円

734万5千円

３億9,555万6千円

（10.6％増）

（21.2％増）

（84.2％減）

（10.4％増）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

３億6,245万3千円

４億5,855万3千円

１億1,904万4千円

２億1,298万2千円

（皆増）

（皆増）

（皆増）

（皆増）

水道事業会計

４ 生活機能の整った歩いて暮らせるまちづくり

５ にぎわいと活力にみちた魅力あるまちづくり

６ 町民と共に築く心がかよう持続可能なまちづくり

２ 豊かな心を育み歴史を活かした文化創造のまちづくり

25億7,078万4千円

10億7,387万5千円

1億7,339万2千円

（3.3％増）

（0.7％減）

（6.4％増）

特別会計
国民健康保険

介 護 保 険

後期高齢者医療
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4月から町の組織が一部変わります。
　町では、４月から下図のように組織を変更します。主な変更点は次のとおりです。
●経営企画課と財政課を統合し、企画財政課を新設。場所は中央庁舎２階。
●税務課と住民課を統合し、税務住民課を新設。税務担当、住民担当の場所の変更はなし。
●人権推進課を健康福祉課内「室」として統合。場所は中央庁舎１階　健康福祉課内。

  問い合わせ　総務課総務班☎ ２１２

課等名 設置場所 主な事務内容

総　務　課
人事、給与、福利厚生、情報公開、防災、防犯、交通安全
消防、ホームページ

中央庁舎
2 階

企画財政課
総合計画、重要施策の企画立案、広報、統計、コミュニティ備品
財政計画、予算・決算、町有財産の管理、入札・契約、町バス

中央庁舎
2 階

総
務
部
門

税務住民課
住民税、軽自動車税、国保税、固定資産税等、町税の徴収
戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、国保、国民年金、町民相談

中央庁舎
１階

まちづくり課
道路、都市計画、建築確認、治水対策、防犯街灯、公園
駐輪場

東庁舎
１階

健康福祉課
各種福祉、介護保険、生活保護、健康相談、保健センター
人権施策の普及、人権・ＤＶ相談、隣保館

中央庁舎
１階

経済環境課
農業、商工業、観光振興、環境保全、廃棄物処理
コミュニティプラザ、ちびっこ天国

西庁舎
１階

住民協働課 住民公益活動、自治会、ブランド創出、地域担当員、井戸端西庁舎
１階

上下水道課 上下水道事業、上下水道料金、水洗化の普及尾上浄水場

会　計　課 現金の出納・保管、決算調整、県税・県収入証紙の取扱い中央庁舎
１階

議会事務局 本会議、各常任委員会、請願書、陳情書中央庁舎
3 階議　　　会

農業委員会事務局 農地法の手続き、農業者年金、農地基本台帳西庁舎
1 階農 業 委 員 会

監 査 委 員 定期監査、決算審査、出納検査、監査請求中央庁舎 2 階
（総務課内）監 査 委 員

選挙管理委員会 選挙の執行、選挙事務中央庁舎 2 階
（総務課内）選挙管理委員会

こ ど も 課 保育園、児童手当、子ども医療費助成、学校施設の維持管理西庁舎
１階

学校教育課 学校の組織編制、通学区域、就学・転退学、学習指導、教育相談西庁舎
2 階

生涯学習課 生涯学習の推進、文化財保護・管理、スポーツの振興、体育施設中央公民館

中 央 公 民 館 定期講座等の開設、各種団体の支援・育成、施設の維持管理

学校給食センター 学校給食の提供、献立作成、栄養管理、食育の推進、施設の維持管理

プリミエール酒々井 文化ホールの運営、図書館の運営、施設の維持管理

小  ・ 中 学 校 酒々井小学校、大室台小学校、酒々井中学校

事
務
局

教
育
機
関

教
育
次
長

教
　
育
　
長

副
　
町
　
長

教
育
委
員
会

町
　
　
　
長 民

生
部
門

経
済
建
設
部
門

会
計
管
理
者
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　３月 18 日に青葉の森公園芸術文化ホール

で「第 64 回千葉県消防大会」が開催され、

多年にわたり消防の発展に尽力された消防

職・団員に対して表彰等が行われました。

　なお、当町の消防団で受章された方々は次

のとおりです。　　　　　　　　　　敬称略

【千葉県消防協会長表彰】

功績章　第５分団　班長　小島 儀彦　

永年勤続功労章　

団本部　副団長　　関根　勇夫

第５分団　団員　　木村　博明

第13分団　部長　　森田　裕司

第８分団　団員　　伊藤　忠志

【日本消防協会長表彰】

功績章　第 13 分団　団員　　　寒郡　曻一

精績章　　  〃　　   副分団長　宮野　　浩

実施期間　４月６日㈰～ 15 日㈫

＜運動の重点目標＞
◆子どもと高齢者の交通事故防止

◆自転車の安全利用の推進（特に、自転車安

　全利用五則の周知徹底）

◆全ての座席のシートベルトとチャイルド

　シートの正しい着用の徹底

◆飲酒運転の根絶 

問い合わせ　総務課危機管理室☎ ２１５

春の全国交通安全運動 飯
積
地
区
の
字
界
字
名
変
更
の
お
知
ら
せ

　
３
月
５
日
に
ニ
ッ
シ
�
ー
ホ
ー

ル
（
東
京
都
港
区
）
で
「
平
成
25

年
度
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表

彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
町
消
防
団

副
団
長
の
小
池
秀
和
さ
ん
が
消
防

庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

消
防
・
防
災
行
政
の
推
進
、
発
展

に
努
め
ら
れ
た
消
防
団
員
に
贈
ら

れ
る
表
彰
で
、
小
池
さ
ん
は
町
消

防
団
と
し
て
25
年
間
に
わ
た
り
地

域
防
災
活
動
全
般
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
消
防
団
副
団
長
の
小
池
秀
和
さ
ん
が

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
賞
を
受
章

小池　秀和さん
（柏　木）

千葉県消防大会で
町消防団員が表彰されました

～事故のない
　　　明るい未来は
　　　　　　　君の手で～

　
飯
積
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
た
佐
倉
都
市
計
画
事
業
酒
々
井
南
部

土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
の
公
告
が
３
月
14
日
に
行
わ
れ
、

同
事
業
区
域
内
の
字
の
名
称
が
３
月
15
日
か
ら
図
の
よ
う
に「
飯
積
」、

「
飯
積
一
丁
目
」、「
飯
積
二
丁
目
」
と
な
り
、
地
番
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

４
月
の
移
動
交
番

開
設
日

　
次
の
と
お
り
移
動
交
番
を
開
設

し
て
各
種
届
出
の
受
理
や
周
辺
の

警
戒
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行

い
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
情
報

発
信
や
犯
罪
抑
止
活
動
を
行
い
ま

す
。

開
設
場
所
と
日
時
（
予
定
）

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

４
月
2
日
㈬
　
10
時
～
11
時
30
分

４
月
9
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

４
月
15
日
㈫
　
13
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
14
時
30
分

４
月
23
日
㈬
　
10
時
～
11
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

４
月
16
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

４
月
30
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
警
察
署
移
動

交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０
１
１
０
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地
球
温
暖
化
の
防
止
お
よ
び
地

域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
促
進
を
図
る
た
め
、
住

宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
及

び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
設
置
す

る
方
に
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。〈
表
１
〉
参
照

　
４
月
１
日
以
降
、
新
た
に
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
も
の
で
、

平
成
27
年
３
月
20
日
ま
で
に
実
績

報
告
書
を
提
出
で
き
る
方
が
対
象

で
す
。

　
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
補
助
は
予
算
が
無
く
な
り

し
だ
い
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
前
に
経
済
環
境
課
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
着
工

し
た
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
工
期
の
設
定
等
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
環
境

班
☎

３
４
２ 

・
３
４
４

補
助
対
象
と
な
る

　
　
　
　
設
置
時
期
等

　
一
般
家
庭
か
ら
多
量
に
出
た
ご

み
や
粗
大
ご
み
を
、
酒
々
井
リ
サ

イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
己
搬
入
す
る
場
合
は
、
免
許

証
等
酒
々
井
町
民
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
搬
入
で
き
な
い
ご
み
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日

８
時
30
分
～
11
時
30
分

13
時
～
16
時
30
分

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く

処
理
手
数
料
　
10
㎏
あ
た
り
３
５

０
円

※
10
㎏
未
満
で
も
３
５
０
円
の
処

理
基
本
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

一
般
家
庭
ご
み
を
酒
々
井
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
で
き
ま
す

　
ま
た
、
町
指
定
袋
を
使
用
し
て

分
別
し
た
ご
み
を
搬
入
し
た
場
合

で
も
処
理
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
通
常
の
自
己
搬
入
受
入
日
の
ほ

か
、
一
般
家
庭
の
粗
大
ご
み
に

は
、〈
表
２
〉
の
と
お
り
毎
月
第

２
土
曜
日
お
よ
び
翌
日
曜
日
の
２

日
間
に
限
り
、
事
前
予
約
に
よ
り

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
約
方
法
　
酒
々
井
リ
サ
イ
ク
ル

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
毎
月
第
２
土
曜

日
の
前
日
ま
で
（
祝
日
を
除
く
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
）
に
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

搬
入
受
付
時
間
　

８
時
30
分
～
11
時
30
分

13
時
～
16
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
市
、
酒
々
井

町
清
掃
組
合
（
酒
々
井
リ
サ
イ
ク

ル
文
化
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
４
９
６
）
７
５
１
１

経
済
環
境
課
環
境
班

☎

３
４
２ 

・
３
４
４

　
飲
食
店
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど

の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生
し
た

事
業
系
ご
み
は
、
量
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
近
く
の
ご
み
集
積
所
に

は
出
せ
ま
せ
ん
。

　
法
律
に
沿
っ
て
、
適
正
な
処
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
環
境

班
☎

３
４
２ 

・
３
４
４

一
般
家
庭
の

粗
大
ご
み
休
日
搬
入

町
は
「
事
業
系
ご
み
」
を

収
集
し
ま
せ
ん

事
業
所
等
は
適
正
な
処
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
及
び

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置

に
補
助
金
を
交
付
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〈表１〉補助対象の設備と補助金額

設備の種類 補助金額

太陽光発電システム
１kwあたり４万円、
上限3.5kw14 万円まで

家庭用燃料電池（エネファーム） ２０万円

定置用リチウムイオン蓄電池 ２０万円

〈表 2〉粗大ごみ休日受入日

受　　入　　日

４月 １２日㈯、１３日㈰

５月 １０日㈯、１１日㈰

６月 １４日㈯、１５日㈰

７月 １２日㈯、１３日㈰

８月 　９日㈯、１０日㈰

９月 １３日㈯、１４日㈰

10月 １１日㈯、１２日㈰

11月 ８日㈯、 ９日㈰

12月 １３日㈯、１４日㈰

１月 １０日㈯、１１日㈰

２月 １４日㈯、１５日㈰

３月 １４日㈯、１５日㈰



　
町
で
は
、
地
震
に
よ
る
建
築
物

の
倒
壊
か
ら
み
な
さ
ん
の
大
切
な

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改

修
工
事
費
の
補
助
や
、
生
活
環
境

の
向
上
及
び
町
内
産
業
の
活
性
化

を
目
的
と
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
、
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

① 

町
内
に
自
ら
所
有
し
、
居
住
す

る
木
造
住
宅

② 

構
造
が
、
在
来
工
法
ま
た
は
枠

組
壁
工
法
で
あ
る
も
の

③ 
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
（
居
住
部
分
が
総
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上
の
も
の
）

④
地
上
２
階
建
以
下
の
も
の

補
助
金
額
　
耐
震
診
断
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
建
築
士
に
支
払
っ

た
額
の
３
分
の
２（
上
限
７
万
円
）

※
１
，
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
、
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
に
よ
り

耐
震
性
が
低
い
と
さ
れ
た
場
合
に

耐
震
改
修
工
事
費
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

し
ま
す
。

　
耐
震
改
修
工
事
費
と
は
、
耐
震

設
計
費
、
改
修
工
事
費
、
工
事
監

理
費
を
い
い
、
ど
れ
か
１
つ
で
も

欠
け
る
と
補
助
金
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
耐
震
改
修
工
事
に
直
接

関
係
し
な
い
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
が
、
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
の
要
件
を
満
た
す
工
事

は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を

あ
わ
せ
て
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

① 

上
記
の
耐
震
診
断
費
助
成
対
象

条
件
に
該
当
す
る
住
宅
で
、
耐

震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
１
・
０
未
満
の
も
の
を
耐

震
改
修
の
工
事
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
１
・
０
以
上
と
す
る
も

の
② 

建
築
基
準
法
の
規
定
に
抵
触
し

て
い
な
い
も
の

補
助
金
額
　
耐
震
改
修
工
事
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
、
建
築
士
等
に

支
払
っ
た
額
の
２
分
の
１
（
上
限

50
万
円
）

※
１
，
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

う
場
合
に
町
が
そ
の
費
用
の
一
部

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
制

度
で
す
。

【
対
象
と
な
る
工
事
】

①
金
額
が
20
万
円
以
上
の
工
事

② 

町
内
に
本
社
・
本
店
の
あ
る
法

人
や
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
主

が
行
う
工
事

③ 

町
で
実
施
し
て
い
る
他
の
制
度

で
住
宅
改
修
等
の
補
助
や
給
付

を
受
け
て
い
な
い
工
事

④ 

過
去
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

を
受
け
て
い
な
い
住
宅

補
助
金
額
　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

要
す
る
費
用
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

（
上
限
10
万
円
）

※
１
，
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

雨
水
抑
制
施
設
を
設
置
す
る
場
合

は
、
２
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
雨
水
抑
制

施
設
と
は
、
雨
水
を
一
時
的
に

溜
め
る
タ
ン
ク
や
、
雨
水
を
地

中
で
穴
の
あ
い
た
管
を
通
し
て

浸
透
さ
せ
る
施
設
な
ど
の
こ
と

で
す
。

耐
震
診
断
費
の
補
助

耐
震
改
修
工
事
費
の

補
助

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

の
補
助

〈
共
通
事
項
〉

お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修
工
事
費

・耐震診断には最高７万円を補助します
・耐震改修工事には最高 50 万円を補助します

住宅リフォーム工事には
最高１０万円を補助します

【
対
　
象
】

① 

酒
々
井
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
方

②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

【
申
請
受
付
】
４
月
14
日
㈪
～

12
月
26
日
㈮

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
工
事
を

行
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
６

雨水浸透トレンチ
・マスから側溝又は下水道等
　への間に設置

雨水浸透マス
・雨樋ごとに設置
・穴の開いてない蓋を使用

※浸透施設の周辺
　には砕石を敷く

雨水貯留タンク
・一箇所以上に設置
・できるたけ雨のみを溜める
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国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）

は
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合

っ
て
医
療
費
な
ど
を
補
助
す
る
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

と
違
い
、
加
入
す
る
と
き
も
や
め

る
と
き
も
届
出
が
必
要
で
す
。
異

動
が
あ
っ
た
ら
14
日
以
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。〈
表
１
〉
参
照

　
保
険
税
は
、
加
入
の
届
出
を
し

た
日
か
ら
で
は
な
く
、
加
入
資
格

を
得
た
月
の
分
か
ら
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
た
場

合
で
も
、
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
資
格
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
国

保
の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
を
受

け
て
し
ま
う
と
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
後
で
返
金
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
健
康

保
険
に
入
っ
て
も
、
届
け
出
が
な

い
と
保
険
税
の
通
知
が
送
り
続
け

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
厚
生

年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
65
歳
未

満
の
方
と
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け

ま
す
。
年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き

た
ら
14
日
以
内
に
税
務
住
民
課
国

保
班
の
窓
口
に
届
け
出
て
、
一
般

の
保
険
証
か
ら
退
職
者
用
の
保
険

証
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
利
用
に
つ
い
て
〈
表
２
〉
の

と
お
り
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
検
査
機
関
に
予
約
後
、
役
場
で

利
用
の
事
前
申
請
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、〈
表
２
〉
の
利
用
者
負
担

額
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
の
事
前
申
請
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
や
事
前
申
請
を

忘
れ
て
人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク

を
利
用
し
た
場
合
は
、
領
収
証
と

検
査
結
果
を
持
参
の
う
え
、
通
帳

な
ど
の
預
金
口
座
情
報
を
添
え
て

申
請
す
る
こ
と
で
、
後
で
助
成
金

が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
こ
の
助
成
制
度
を
利
用
で
き
る

検
査
機
関
は
、
原
則
と
し
て
〈
表

２
〉
の
機
関
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
助
成
を
受
け
る
に
は
、

保
険
税
（
料
）
の
未
納
が
な
い
こ

と
な
ど
の
利
用
条
件
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
国
保

班
☎

１
２
３ 

・
１
２
４

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

異
動
に
よ
る
届
け
出
は
14
日
以
内
に

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の

費
用
の
一
部
を
助
成

国
民
健
康
保
険

（注）

【対象となる方】
　次の条件のどちらにもあてはまる方と、その被扶養者が対象です。

①６５歳未満で国保に加入している方（これから加入する方）

② 厚生年金や各種共済年金などから老齢（退職）年金を受けられる方で、

その加入期間が 20 年以上もしくは 40 歳以降 10 年以上ある方

〈表１〉国民健康保険と届出

〈表２〉

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入

転入してきたとき 他市町村からの転出証明書

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険をやめた
証明書

子どもが生まれたとき 保険証

国
保
を
や
め
る

転出するとき 保険証

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の両方の保険証

死亡したとき
保険証、喪主の口座番号

（葬祭費支給用）

そ
　
の
　
他

退職者医療制度の対象となっ
たとき（注）

保険証、年金証書

住所、世帯主、氏名などが変
わったとき

保険証

就学のため、別に住所を定め
るとき

保険証、在学を証明する
もの

保険証をなくしたり、汚れて
使えなくなったとき

本人が確認できるもの（使
えなくなった保険証）

コース 成 田 赤 十 字 病 院 佐 倉 厚 生 園 八 街 総 合 病 院 聖隷佐倉市民病院

１日ドック
ドック費用額 44,064（71,064）円 41,040（65,880）円 45,360円 42,120（79,920）円
助成額 26,439（42,639）円 24,624（39,528）円 27,216円 25,272（47,952）円
利用者負担額 17,625（28,425）円 16,416（26,352）円 18,144円 16,848（31,968）円

２日ドック（通い）
ドック費用額 57,024（84,024）円 49,680（74,520）円

※（　）内は脳ドックとのセット料金

助成額 34,215（50,415）円 29,808（44,712）円
利用者負担額 22,809（33,609）円 19,872（29,808）円

２日ドック（１泊）
ドック費用額 64,584（91,584）円 60,480（85,320）円
助成額 38,751（54,951）円 36,288（51,192）円
利用者負担額 25,833（36,633）円 24,192（34,128）円

　検査機関
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こ
れ
ま
で
特
例
措
置
で
１
割
負

担
に
据
え
置
か
れ
て
き
た
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
は
、
若
年
層
の
保
険
料
負
担
が

過
重
で
あ
る
な
ど
の
問
題
に
よ
り

見
直
さ
れ
、
平
成
26
年
４
月
２
日

以
降
に
70
歳
と
な
る
方
か
ら
は
、

法
律
ど
お
り
２
割
負
担
と
な
り
、

誕
生
月
に
新
た
な
保
険
証
が
郵
送

さ
れ
、
翌
月
の
医
療
費
分
か
ら
新

た
な
負
担
割
合
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈
表
１
参
照
〉

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
に
70

歳
で
あ
っ
た
被
保
険
者
は
１
割
負

担
が
継
続
さ
れ
、
一
定
以
上
所
得

の
あ
る
現
役
並
み
所
得
者
は
従
前

ど
お
り
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
率
に
つ
い
て
】

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
千
葉
支
部
の
平
成
26
年
度

の
保
険
料
率
は
、
医
療
分
９
．
９

３
％
（
前
年
度
同
率
）、
介
護
保

険
分
１
．
７
２
％（
前
年
度
比
０
．

１
７
％
増
）
と
な
り
、
４
月
納
付

分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
被
扶
養
者
の
特
定
健
康
診
査
】

　
加
入
者
の
家
族
で
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
被
扶
養
者
に
特
定
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
酒
々
井
町
の
会
場
で
は
、
例
年

11
月
中
旬
に
集
団
健
診
が
行
わ
れ

ま
す
。
４
月
中
に
加
入
者
本
人
の

住
所
に
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
受
診
券
と
健
康
保
険
証
を

持
参
の
う
え
受
診
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
健
診
の
費
用
や
集
団
健

診
の
日
程
・
会
場
、
個
別
健
診
の

健
診
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
加
入

者
本
人
の
職
場
に
尋
ね
て
い
た
だ

く
か
、
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.k

y
ou

k
aik

en
p
o.

or.jp/

）
５
月
上
旬
に
掲
載
予
定

で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
協
会
け
ん
ぽ
千
葉

支
部
　
▼
保
険
料
☎
（
３
０
８
）

０
５
２
２
、
▼
特
定
健
診
☎
（
３

０
８
）
０
５
２
５

　
は
じ
め
に
、
平
成
26
年
度
の
国

民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
５
，
２

５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
保
険
料
免
除
制
度
に
つ
い
て
】

　
経
済
的
な
事
情
等
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
、
本

人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得
審
査
が
伴
い
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
申
請

の
場
合
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
審
査
対
象
で
す
。

　
過
去
分
の
保
険
料
の
免
除
期
間

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
申
請
時

の
直
前
の
７
月
分
保
険
料
ま
で
が

免
除
の
対
象
で
し
た
が
、
４
月
の

受
付
分
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
過

去
２
年
１
ヶ
月
前
の
月
分
ま
で
免

除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

▼
申
請
方
法
　
年
金
手
帳
、
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
税
務
住
民
課
年

金
班
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
年
１
月
１
日
に
町
に
住
民
登

録
が
な
か
っ
た
方
は
、
市
町
村
が

発
行
す
る
扶
養
人
数
を
記
載
し
た

所
得
を
証
明
す
る
書
類
が
別
途
必

要
と
な
り
ま
す
。

70
歳
か
ら
の
医
療
費

自
己（
窓
口
）負
担
に
つ
い
て

広告

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て
】

　
大
学
や
各
種
専
修
学
校
な
ど
に

通
う
学
生
は
、
本
人
の
前
年
の
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
家

族
の
収
入
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
学

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

▼
対
象
　
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
等
の
学
生
（
夜
間
・
定
時

制
課
程
や
通
信
課
程
含
む
）

▼
申
請
方
法
　
年
金
手
帳
、
平
成

26
年
度
有
効
な
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
税
務

住
民
課
年
金
班
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
て
い
て
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書
が
郵

送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
も
４
月
受
付
分

か
ら
は
、
申
請
時
点
の
過
去
２
年

１
ヶ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
年
金

班
☎

１
２
１ 

・
１
２
２

保
険
料
の
免
除
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

国
民
年
金

〈表１〉

5 月以降の窓口負担

4月2日以降に70歳
となる被保険者

２割　※現役並み
所得者は３割

4月1日以前に70歳で
あった被保険者

１割（軽減特例措置
継続）　※現役並み
所得者は３割
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※都合の良い会場で狂犬病予防注射を受けてください。

〔注意事項１〕
①犬が死亡、転入等により登録事項（所有者、所有者住所、氏名、犬の所在地） 

　を変更した場合は、犬の所在地の市町村窓口に事前に届け出てください。

②犬の健康状態を正確に把握するため、飼い主以外の方やお子さんだけの来場

　は、ご遠慮ください。

③犬のフンを始末する袋等を用意してください。

④雨天の場合は、犬をふくためのタオルをお持ちください。

　４月 17 日㈭、18 日㈮の午前中に、印旛地域に大雨警報が発令された場合は、

　その日の日程（役場駐車場を除く）はすべて中止になります。

　４月 17 日㈭、18 日㈮の実施・中止がはっきりしない場合は、8 時 30 分以降

　に経済環境課へ問い合わせてください。

〔注意事項２〕
予防注射は、犬の体調が悪い等、健康でない場合は受けられません。

平成 26 年度狂犬病予防注射はがきの問診票で１つでも「はい」に該当する場

合等は、会場での予防注射が受けられない場合があります。その場合は、最寄

りの動物病院で相談のうえ接種してください。

※印旛地域獣医師会では、地元または近隣の会員病院を待機病院に指定し、注

射後の体調不良に備えるなど、万全の体制で集合狂犬病予防注射に臨んでいま

す。犬が注射後に体調を崩した場合は、待機病院を紹介しますので、経済環境

課へお問い合せください。

〈表１〉集合狂犬病予防注射日程表

〈表２〉手数料

区       分 登録を受けて
いない場合

登録を受けて
いる場合

犬の登録手数料（登録時のみ） 3,000 円 ――――

狂犬病予防注射済票
交付手数料

550 円  550 円

狂犬病予防注射手数料
（集合注射会場で受ける場合）

2,950 円 2,950 円

合　  　計 6,500 円 3,500 円

期　日 会　　場 時　　間

４月 17 日㈭

東酒々井くじら公園 9 時 30 分～ 10 時 15 分

東酒々井大森公園 10 時 35 分～ 11 時 25 分

馬橋青年館 13 時～ 13 時 30 分

酒々井コミュニティプラザ 13 時 45 分～ 14 時 15 分

４月 18 日㈮

大崎自治会館 9 時 30 分～ 10 時 10 分

酒々井ちびっこ天国 10 時 25 分～ 10 時 50 分

成城台美空公園 11 時 15 分～ 11 時 40 分

役場駐車場 13 時～ 14 時 15 分

４月 19 日㈯ 役場駐車場 9 時 30 分～ 11 時 30 分

　
平
成
26
年
度
の
集
合
狂
犬
病
予

防
注
射
を
４
月
17
日
㈭
か
ら
19
日

㈯
ま
で
〈
表
１
〉
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

　
飼
い
主
の
方
は
、
年
に
一
度
、

飼
い
犬
に
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
で
は
注
射
と
あ
わ

せ
て
、
犬
の
登
録
も
で
き
ま
す
の

で
、
新
規
（
未
登
録
）
の
場
合
も
、

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
の
時
に
必

要
な
手
数
料
〈
表
２
〉
を
用
意
し
、

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
〔
注
意
事

項
１
〕
を
確
認
の
う
え
、
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、〔
注
意
事
項
２
〕
に
該

当
す
る
場
合
は
会
場
で
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る

方
に
は
、
４
月
中
旬
頃
に
は
が
き

を
送
付
し
ま
す
。
問
診
票
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
会
場
で

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
６
月
末

日
ま
で
に
個
別
に
動
物
病
院
で
接

種
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
と

手
数
料
を
経
済
環
境
課
ま
で
持
参

し
、
注
射
済
票
の
交
付
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
環
境

班
☎

３
４
２ 

・
３
４
４

動
物
病
院
で
接
種
し
た
場
合
は

狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
は
４
月
17
日
㈭
か
ら
19
日
㈯
に
各
会
場
で
行
い
ま
す
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町
で
は
、
昨
年
か
ら
高
齢
の
方

が
積
極
的
に
社
会
貢
献
の
場
に
立

ち
、
自
ら
の
介
護
予
防
に
も
つ
な

が
る
た
め
の
制
度
と
し
て
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
介
護
保
険
施
設

等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
方
の
ポ
イ
ン
ト
の
数
に
応
じ
て

交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

制
度
の
概
要
は
〈
図
〉
の
と
お
り

で
す
。
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

高
齢
者
が
参
加
す
る

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

   

業
務
委
託

ス
タ
ン
プ
を
押
印

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

社会福祉
協議会

健康福祉課

町に住民登録
をしている
65歳以上の方

ボランティア
受入施設

〈図〉介護支援ボランティア制度の概要図

①ボランティア登録をして「介護支援
ボランティアカード」を取得

町内の介護保険施設などを紹介

翌年度に交付金の申請手続き

ポイントに応じて交付金を振り込む

ボランティア事業活動の申請

ボランティア事業活動の指定

②

⑤

⑥
③

④

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
の
説
明
会
お

よ
び
研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
４
月
25
日
㈮

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
　
所
　
中
央
公
民
館
研
修
室

対
　
象
　
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
、
町
に

住
民
票
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
介

護
保
険
班
☎

１
３
１ 

・
１
３
２

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
説
明
会
お
よ
び
研
修
会

　
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方
（
納

税
者
）
は
、
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
に
よ
っ
て
、
自
己
の
資

産
と
町
内
の
他
の
資
産
の
評
価
を

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
㈫
～
４
月

30
日
㈬
　
　
※
手
数
料
無
料

必
要
な
も
の
　

▼ 

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

▼  
委
任
状
（
本
人
、
同
一
世
帯
以

外
の
方
や
法
人
の
場
合
）

　
固
定
資
産
を
所
有
す
る
方
（
納

税
義
務
者
）
ま
た
は
資
産
を
使
用

す
る
方
（
借
地
・
借
家
人
等
）
は
、

関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間
　
４
月
１
日
㈫
～
随
時

手
数
料
　
３
０
０
円
（
た
だ
し
、

縦
覧
期
間
中
に
納
税
義
務
者
が
閲

覧
す
る
場
合
は
無
料
）

必
要
な
も
の
　

▼ 

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

▼ 

委
任
状
（
本
人
、
同
一
世
帯
以

外
の
方
や
法
人
の
場
合
）

▼  

賃
貸
借
契
約
書
（
借
地
人
や
借

家
人
な
ど
の
場
合
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
縦
覧
・

閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
・
閲
覧
場
所
　
税
務
住
民
課

窓
口

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
資
産

税
班
☎

１
１
４ 

・
１
１
５

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
閲
覧

あ
な
た
の
資
産
の
確
認
を

― 

固
定
資
産
税
に
係
る
縦
覧
・
閲
覧 

―
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児
童
扶
養
手
当
は
、
次
に
該
当

す
る
18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
や
母
、
ま
た

は
、
父
や
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
を
受
給
で

き
る
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

▼ 

父
母
が
婚
姻（
事
実
婚
を
含
む
）

を
解
消

▼ 

父
ま
た
は
母
が
死
亡
、
重
度
の

障
害
、
生
死
不
明
、
保
護
命
令
、

引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

▼ 

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄

▼
未
婚
の
母

▼
生
ま
れ
た
と
き
の
事
情
が
不
明

【
必
要
な
書
類
】

 

・
認
定
請
求
書

 

・
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

 

・ 

請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ

る
世
帯
全
員
の
住
民
票

 

・ 

そ
の
他
、
該
当
事
由
に
よ
り
必

要
な
書
類

【
手
当
額
と
支
給
時
期
】

　
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
の
児
童

扶
養
手
当
額
は
、
過
去
の
物
価
下

落
時
に
手
当
額
が
据
え
置
か
れ
た

経
緯
か
ら
生
じ
る
特
例
水
準
解
消

の
た
め
、
前
年
度
か
ら
0.7
％
引
き

下
げ
ら
れ
、〈
表
１
〉
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
に
は
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。
　
　

　
18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
を

養
育
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や

養
育
者
（
配
偶
者
の
な
い
人
）
お

よ
び
児
童
が
保
険
医
療
給
付
を
受

け
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担

額
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る
制
度
で

す
。

　
な
お
、
支
給
に
は
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
在
宅
で
身
体
ま
た
は
精
神
に
著

し
い
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
障
害
者

の
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
た
だ
し
、
３
か
月
以
上
の
入
院

や
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

【
必
要
な
書
類
】

 

・
認
定
請
求
書

 

・ 

特
別
障
害
者
手
当
用
診
断
書
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
写
し
（
重
度
障
害

者
の
み
）

 

・
所
得
状
況
届
等

【
手
当
額
と
支
給
時
期
】

　
手
当
額
は
〈
表
２
〉
の
と
お
り

で
、
支
給
月
は
、
２
月
、
５
月
、

８
月
、
11
月
の
年
４
回
で
す
。

　　
身
体
ま
た
は
精
神
に
一
定
以
上

の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
父
母
ま
た
は

養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

【
必
要
な
書
類
】

 

・
認
定
請
求
書

 

・ 

請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍

謄
本
、
世
帯
全
員
の
住
民
票

 

・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
用
診
断
書
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
そ

の
写
し
（
重
度
障
害
児
の
み
）

【
手
当
額
と
支
給
時
期
】

　
手
当
額
は
〈
表
２
〉
の
と
お
り

で
、
支
給
月
は
４
、８
、
11
月
の

年
３
回
で
す
。

　
在
宅
（
入
院
は
可
）
で
身
体
ま

た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
必
要
な
書
類
】

 

・
認
定
請
求
書

 

・ 

障
害
児
福
祉
手
当
用
診
断
書
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
写
し
（
重
度
障
害

児
の
み
）

 

・
所
得
状
況
届
等

【
手
当
額
と
支
給
時
期
】

　
手
当
額
は
〈
表
２
〉
の
と
お
り

で
、
支
給
月
は
、
２
月
、
５
月
、

８
月
、
11
月
の
年
４
回
で
す
。

※
特
別
障
害
者
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
の

手
当
額
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
物

価
下
落
時
に
手
当
額
が
据
え
置
か

れ
た
経
緯
か
ら
生
じ
る
特
例
水
準

解
消
の
た
め
、
前
年
度
か
ら
0.7
％

引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
に
は
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
医
療
費
等
助
成

ご
存
知
で
す
か
？

の

等

福

手

祉

当
〈表１〉児童扶養手当の月額（支給月：４月、８月、１２月）

〈表２〉 手当の種類と手当額

手当額（平成 26 年 4 月～）

児童数 1 人
全部支給　41,020 円

一部支給　9,680 円～ 41,010 円

児童数２人 5,000 円を加算

児童数 3 人以上 1 人増加するごとに 3,000 円を加算

手当額
（平成 26 年 4 月～）

特別児童扶養手当
1 級　49,900 円

2 級　33,230 円

特 別 障 害 者 手 当 26,000 円

障 害 児 福 祉 手 当 14,140 円
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在
宅
で
常
時
介
護
を
必
要
と
し
、

６
ヶ
月
以
上
ね
た
き
り
の
20
歳
以

上
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
あ
る
方
や
、
20
歳
以
上
で
療
育

手
帳
Ａ
の
２
以
上
の
判
定
を
受
け

た
方
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
　

　
た
だ
し
、
前
述
の
特
別
障
害
者

手
当
受
給
者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
必
要
な
書
類
】

 

・ 

ね
た
き
り
身
体
障
害
者
お
よ
び

重
度
知
的
障
害
者
福
祉
手
当
認

定
申
請
書
（
ね
た
き
り
身
体
障

害
者
の
場
合
は
、
民
生
委
員
の

証
明
が
必
要
で
す
。）

 

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
写
し

 

・
手
当
支
給
先
の
通
帳
等

 

・
印
鑑

【
手
当
額
と
支
給
時
期
】

　
月
額
８
，
６
５
０
円
を
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
に
３
か
月
分

ま
と
め
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
特
定
疾
患
の
療
養
者
の
方
に
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
必
要
な
書
類
】

 

・
特
定
疾
患
見
舞
金
支
給
申
請
書

 

・ 

県
か
ら
交
付
さ
れ
た
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
票
ま
た
は
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

 

・
見
舞
金
支
給
先
の
通
帳
等

 

・
印
鑑

※
受
給
者
票
ま
た
は
受
診
券
を
毎

年
更
新
す
る
た
び
に
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

【
見
舞
金
額
と
支
給
時
期
】

　
月
額
３
，
０
０
０
円
が
10
月
、

４
月
に
６
か
月
分
ま
と
め
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
４ 
・
１
３
５

ね
た
き
り
身
体
障
害
者
・

在
宅
重
度
知
的
障
害
者

福
祉
手
当

特
定
疾
患
見
舞
金

広告

　一般財団法人藤本武弘育英会理事長の藤本光弘

さん（写真中央）が３月４日、酒々井中学校に楽

器を寄贈するため町を訪れ、小坂町長に目録が手

渡されました。

　同会からは、教育研究活動の助成を目的とした

教育機材などが毎年酒々井中学校に寄贈されてい

ます。

　寄贈されたトロンボーンなどの楽器は、同校か

ら要望のあったもので、生徒の音楽科の学習や部

活動に役立てられます。

写真左から落合教育長、藤本理事長、小坂町長

藤本武弘育英会酒々井中学校に楽器を寄贈
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平成 26 年度
利用登録のお知らせ

広告 広告

　
隣
保
館
で
は
、
主
催
教
室
を
通

し
て
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　　
親
子
で
ふ
れ
あ
う
時
間
を
隣
保

館
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
歌
・
折
り
紙
・
根
古
谷
散
策
な

ど
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。（
８
月
休
会
）

対
　
象
　
４
月
１
日
現
在
３
歳
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

第
１
回
目
　

5
月
15
日
㈭

講
　
師
　
莇
　
み
ど
り
さ
ん

参
加
費
　
１
組
１
回
２
０
０
円（
材

料
費
等
）
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
ち
物
　
筆
記
用
具
（
保
護
者
の

み
）

募
　
集
　
若
干
名

　
毎
月
第
１
木
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。（
８
月
休
会
）

第
１
回
目
　
４
月
３
日
㈭

講
　
師
　
小
池
美
智
子
さ
ん

参
加
費
　
１
，
０
０
０
円
前
後

　
　
　
　（
花
材
）

持
ち
物
　
ハ
サ
ミ
・
筆
記
用
具

募
　
集
　
若
干
名

　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
に
開
催

し
ま
す
。（
第
１
回
目
の
み
4
月

8
日
㈫
と
な
り
ま
す
。）

第
１
回
目
　
４
月
8
日
㈫

講
　
師
　
小
山
治
子
さ
ん

参
加
費
　
無
料

募
　
集
　
若
干
名

時
　
間
　
10
時
～
12
時

会
　
場
　
隣
保
館

申
込
方
法
　
４
月
１
日
㈫
か
ら
電

話
で
隣
保
館
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
町
隣

保
館
☎
（
４
９
６
）
１
１
０
７

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時

参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

隣
保
館
主
催
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　春の訪れとともに、しすい・ハーブガーデンが開園

します。園内の散策はもちろん、ハーブの香りを感じ

ながらくつろげる喫茶コーナーなどもあります。

　また、５月 17 日㈯には「ハーブガーデンまつり」

の開催が予定されています。ぜひご来場ください。

開園期間　４月１日㈫～ 11 月末まで　※月曜定休日

開園時間　10 時～ 16 時

問い合わせ　しすい・ハーブガーデン☎（４９６）４９０９

酒々井コミュニティプラザ☎（４９６）４４６１

　中央公民館を利用する場合は、事前に登録が必要と

なります。

　今年度、利用を希望する団体は 4 月15 日㈫までに中

央公民館に登録書を提出してください。

　また、登録は年度で切り替えとなりますので、昨年度

に利用していた団体も新たに登録申請が必要となります。

※登録に必要な書類は、中央公民館で配布しています。

※利用希望日が重複した場合には、希望に添えない場合

がありますのであらかじめご了承ください。

申し込み・問い合わせ　中央公民館　

☎（４９６）５３２１

16

し
す
い
・
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
開
園

ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ
～
！

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

（
リ
ン
リ
ン
ク
ラ
ブ
）

フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

高
齢
者

音
楽
健
康
教
室

【
各
教
室
共
通
事
項
】



　
誰
で
も
気
軽
に
ス
ポ
�
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
�
ス
ポ
�
ツ

体
験
の
場
が
町
に
で
き
ま
し
た
�

﹁
ラ
イ
ト
︵
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
︶﹂
は
﹁
手

軽
な
�
軽
い
﹂
と
い
う
意
味
で

す
�
つ
ま
り
�
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
�
そ
し
て
楽
し
く
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
�
そ
れ

が
﹁
酒
々
井
町
ラ
イ
ト
ス
ポ
�
ツ

ク
ラ
ブ
﹂
で
す
�

　
初
心
者
で
も
�
一
人
で
も
�
心

配
無
用
�
も
ち
ろ
ん
老
若
男
女
問

い
ま
せ
ん
�
ス
ポ
�
ツ
推
進
委
員

が
や
さ
し
く
サ
ポ
�
ト
し
ま
す
�

種
目
は
下
記
の
５
種
目
�
ど
の
種

目
も
簡
単
だ
け
ど
奥
が
深
く
�
初

め
て
で
も
楽
し
め
る
種
目
で
す
�

も
ち
ろ
ん
ス
ポ
�
ツ
経
験
者
も
楽

し
め
ま
す
�

　
運
動
靴
を
持
�
て
会
場
に
来
る

だ
け
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
�
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

◆
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
◆

　
ビ
ニ
�
ル
ボ
�
ル
を
用
い
た
バ

レ
�
ボ
�
ル
に
似
た
ス
ポ
�
ツ
で

す
�
ボ
�
ル
が
軽
い
た
め
初
心
者

で
も
簡
単
に
プ
レ
�
で
き
ま
す
�

◆
バ
ド
ポ
ン
◆

　
卓
球
よ
り
少
し
大
き
い
ラ
ケ
�

ト
で
シ
�
ト
ル
を
打
ち
合
い
ま

す
�
ラ
ケ
�
ト
が
短
い
た
め
�
誰

で
も
簡
単
に
シ
�
ト
ル
を
打
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
�

◆
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
◆

　
お
に
ぎ
り
型
ボ
�
ル(

ふ
ら
ば

�
る)

を
使
�
て
�
バ
レ
�
ボ
�

ル
の
要
領
で
打
ち
合
う
ス
ポ
�
ツ

で
す
�
相
手
か
ら
来
た
ボ
�
ル
は

す
べ
て
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
か

ら
打
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
�
最
初

は
戸
惑
い
ま
す
が
�
や
�
て
楽
し

く
�
見
て
楽
し
い
ス
ポ
�
ツ
で
す
�

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
◆

　
ル
�
ル
は
�
バ
レ
�
ボ
�
ル
と

同
じ
で
す
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ

�
ト
を
用
い
�
ゴ
ム
製
の
柔
ら
か

い
ボ
�
ル
を
打
ち
合
い
ま
す
�

◆
室
内
ペ
タ
ン
ク
◆

　
ゴ
ム
製
の
ボ
�
ル
を
標
的
に
ど

ち
ら
が
よ
り
近
づ
け
ら
れ
る
か
を

競
う
ス
ポ
�
ツ
で
す
�
一
見
単
純

に
見
え
ま
す
が
�
実
は
テ
ク
ニ
�

ク
と
戦
略
を
必
要
と
し
�
プ
レ
�

し
て
み
る
と
そ
の
奥
行
き
の
深
さ

を
実
感
し
ま
す
�

　　
参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
の
運
動

不
足
の
解
消
に
な
る
」「
面
倒
く

さ
い
手
続
き
な
し
で
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
の
が
い
い
」「
近
所
だ

し
、
子
供
と
一
緒
に
参
加
で
き
る

の
が
う
れ
し
い
」
と
好
評
で
す
。

参
加
者
の
声

　勝負や形にとらわれず自

由に運動を楽しむことでき

ます。私たちスポーツ推進

員がサポートします。

　一緒にスポーツを楽しみ

ましょう。

楽しく体を
動かそう

町スポーツ推進員連絡協議会

酒井　委員長
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藤﨑　綾音ちゃん（墨）
＜平成２５年１月１3日生まれ＞

（家族から一言）　
　笑顔の素敵な子に育ってね。

238

あや ねふじさき

温かい七草粥を堪能

町内で採れた食材

で作られた惣菜  

　
38
回
目
と
な
る
町
郷
土
研
究
会

主
催
に
よ
る
「
七
草
粥
を
食
べ
る

会
」
が
２
月
14
日
、
中
央
公
民
館

講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
提
供
さ
れ
た
七
草
粥
、
惣

菜
の
食
材
は
、
町
内
で
採
れ
た
野

草
等
を
使
い
、
会
員
が
工
夫
を
こ

♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

凍
て
ゆ
る
む
池
の
息
づ
く
水
輪
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
　
元

見
過
ご
し
て
行
け
ぬ
散
歩
や
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
応
仙

蕗
の
薹
も
う
売
ら
れ
を
り
旅
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遊
琴

春
泥
を
行
け
ば
近
道
友
の
墓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
口
　
和
夫

ダ
イ
エ
ッ
ト
き
め
て
寝
轉
ぶ
春
ご
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
悦
子

星
紋
の
あ
る
猫
愛
で
る
炬
燵
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
澤
　
波
葉

だ
き
し
め
て
命
た
し
か
め
冬
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

新
し
き
道
し
る
べ
立
つ
春
隣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
倉
　
里
水

歌
会
の
御
製
は
国く

に
た
み民

慈
し
み
気
遣
い
お
は
す
水
俣
の
海
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

思
ひ
き
や
東
京
の
雪
二
十
五
セ
ン
チ
立
春
な
れ
ど
こ
の
銀
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

裏
庭
の
福
寿
草
咲
く
啓け

い
ち
つ蟄
の
太
ひ

陽
を
待
ち
て
黄
色
ブ
ー
ケ
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

う
っ
す
ら
と
雪
の
積
り
て
い
つ
も
よ
り
心
弾
ま
せ
家
を
出
で
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
康
子

東ひ
ん
が
しの
茜
の
空
を
見
つ
め
を
り
ひ
と
り
の
ひ
と
日
占
ひ
た
く
て
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
　
　
光
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
金
銭
）

・
い
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　
　
　  

２
万
円

・
白
ゆ
り
会
　
　
　
　
　
　  

２
万
円

・
竹
下
照
男
　
　
　
　
　
　  

２
万
円

・
酒
々
井
町
青
樹
堂
　
青
樹
堂
師
範
塾 

　
一
期
生
一
同
　
　
　  

　
５
０
０
円

・
成
田
市
農
業
協
同
組
合
酒
々
井
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

・
匿
名
　
　
　
　   

２
千
４
５
１
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　  

　 

１
千
円

あ
り
が
と
う

ら
し
、
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
調
理

を
し
た
も
の
で
、
約
１
０
０
人
の

参
加
者
は
、
早
春
の
味
覚
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

　
町
郷
土
研
究
会
の
岡
田
会
長
は
、

「
七
草
粥
を
食
べ
る
と
今
年
一
年
健

康
で
過
ご
せ
る
そ
う
で
す
。
ま
た

来
年
も
開
催
を
し
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

七
草

を
食
べ
る
会

粥が
ゆ

18



敢闘賞に輝いた酒々井ＦＣ‐Ａチームの皆さん

酒々井ＦＣ‐Ｂチームの皆さんと最後列左から
小早稲議長、小坂町長、佐藤体育協会会長

ネ
ッ
ト
社
会
の
い
じ
め
問
題

　
大
人
と
同
じ
よ
う
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
端
末
を
持
つ

子
ど
も
が
増
え
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
変
便
利
な
道
具

で
、
交
通
手
段
に
例
え
れ
ば
「
高

性
能
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
」
で
す
。
し

か
し
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、「
交

通
法
規
」
や
「
信
号
機
」
を
自
分

で
作
ら
な
い
と
思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。そ
の
結
果「
チ
ャ
ッ

ト
グ
ル
ー
プ
に
入
る
か
入
ら
な
い

か
」「
送
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

す
ぐ
返
信
し
た
か
ど
う
か
」
等
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、「
他
人
の
個

人
情
報
、誹
ひ
ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
の
書
き
込
み
」

「
グ
ル
ー
プ
か
ら
特
定
の
子
だ
け

は
ず
す
」
な
ど
の
「
ネ
ッ
ト
い
じ

め
」
が
、
全
国
で
頻
繁
に
発
生
し

て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
楽
し
く
活
用

講
座
」（
全
５
回
）
を
連
載
し
て

い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
学
校
の
取
り
組
み

　
昨
年
８
月
に
は
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ

る
い
じ
め
に
対
す
る
対
策
の
推

進
」
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
町
教

　
町
内
外
か
ら
17
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
酒
々
井
町
長
杯
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
３
月
２
日
か
ら
総
合

公
園
球
技
場
で
開
か
れ
、
酒
々
井

Ｆ
Ｃ
‐
Ａ
チ
ー
ム
と
酒
々
井
Ｆ
Ｃ

‐
Ｂ
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
予
選

リ
ー
グ
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
両
チ
ー
ム

と
も
１
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た

が
、
酒
々
井
Ｆ
Ｃ
‐
Ａ
が
敢
闘
賞

戦
（
敗
者
復
活
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

の
決
勝
に
勝
ち
進
み
、
中
志
津
Ｓ

Ｃ
（
佐
倉
市
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
３
試
合
目
と
な
っ
た

育
委
員
会
で
も
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー

ル
を
開
始
し
、
青
少
年
の
書
込
頻

度
の
高
い
ブ
ロ
グ
、
ネ
ッ
ト
掲
示

板
な
ど
に
対
し
て
、
不
適
切
な
書

き
込
み
が
な
い
か
見
守
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
原
則
と

し
て
携
帯
電
話
等
は
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
、
集
会

や
授
業
等
で
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
場

合
の
個
人
情
報
の
管
理
等
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
ま
す
。

健
全
で
快
適
な
ネ
ッ
ト
社
会
を
築

く
た
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
、
免
許
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
携
帯
端
末

等
を
安
全
に
利
用
さ
せ
る
に
は
、

正
し
い
操
作
方
法
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
な
ど
、
私
た
ち
大
人
が
健
全

な
利
用
に
導
く
ほ
か
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
作

り
や
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
場

合
の
解
決
方
法
な
ど
を
一
緒
に
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
つ
い
て
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
講
座
を
開
設
す
る
予

定
で
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

広告

アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

広告
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酒
々
井
Ｆ
Ｃ
‐
Ａ
で
す
が
、
最
後

ま
で
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
、
相
手

を
無
失
点
に
抑
え
、
Ｐ
Ｋ
戦
に
持

ち
込
み
３
対
２
で
勝
利
。
見
事
、

敢
闘
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
勝
は
決
勝
で
三
里
塚

Ｆ
Ｃ
（
成
田
市
）
を
３
対
１
で
下

し
た
村
上
Ｓ
Ｃ
（
八
千
代
市
）
が

つ
か
み
取
り
ま
し
た

優
秀
選
手
賞
（
酒
々
井
Ｆ
Ｃ
の
選

手
の
み
掲
載
　
敬
称
略
）

福
田
　
怜れ

や優（
酒
々
井
Ｆ
Ｃ
‐
Ａ
）

※
左
上
写
真
前
列
左
か
ら
２
人
目

得
津
　
寿と
し
き樹（

酒
々
井
Ｆ
Ｃ
‐
Ｂ
）

※
左
下
写
真
前
列
左
か
ら
１
人
目

酒
々
井
Ｆ
Ｃ
‐
Ａ
チ
ー
ム
が
敢
闘
賞
戦
で
勝
利

酒
々
井
町
長
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

～
シ
リ
ー
ズ
～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
じ
め 

①

教
育
長
　
落
合
　
繁
夫

H26. 4. 1 19



　
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
主
催
）、

町
、町
地
域
福
祉
推
進
委
員
会（
共

催
）
の
「
酒
々
井
町
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
２
月
22
日
、
町

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
文
化
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
平
成
25
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
「
酒
々
井
町
地
域

福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

（
計
画
期
間
：
平
成
25
年
度
～
平

成
29
年
度
）
に
つ
い
て
、
計
画
の

経
緯
、
内
容
等
が
社
会
福
祉
協
議

会
職
員
か
ら
説
明
が
あ
り
、「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
づ
く
り

の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」
と
の
話
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
松
山
毅
氏
（
順

天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

健
康
学
科
准
教
授
）
の
進
行
に
よ

り
、「
地
域
交
流
活
動
の
き
っ
か

け
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
①
「
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
昼
食
会
」

（
東
酒
々
井
６
丁
目
）、
②
「
布
ぞ

う
り
作
り
を
通
じ
た
交
流
活
動
」

（
飯
積
区
）、
③
「
子
ど
も
会
活
動

を
通
じ
て
」（
東
酒
々
井
１
丁
目
）、

④
「
要
援
護
者
に
対
す
る
町
内
福

祉
施
設
の
対
応
」（
エ
コ
ト
ピ
ア

酒
々
井
）
の
町
内
の
各
地
域
で
実

際
に
地
域
活
動
さ
れ
て
い
る
４
名

の
方
々
か
ら
地
域
活
動
の
き
っ
か

け
、
取
組
み
、
課
題
に
つ
い
て
の

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
松
山
氏
か
ら
は
、
事

例
発
表
を
通
し
て
、「
き
っ
か
け

作
り
と
い
う
と
何
と
な
く
構
え
て

し
ま
い
が
ち
だ
が
、
実
際
の
暮
ら

し
の
中
で
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
ど

う
に
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
な

あ
と
思
っ
て
い
る
事
を
き
っ
か
け

に
し
な
が
ら
、
一
人
で
は
な
く
、

仲
間
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
う
ち

に
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
も
の

で
、
地
域
で
の
地
域
基
盤
整
備
、

交
流
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と

で
、
本
当
の
生
活
の
豊
か
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
」
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
方

々
は
、
よ
り
住
み
良
い
地
域
に
し

て
い
く
た
め
、
地
域
で
の
豊
か
な

人
間
関
係
、
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

昼食会の活動を発表
能澤さん

子ども会活動を発表
小早稲さん

飯積区の活動を発表
篠原さん

約 150 人が参加して地域活動の事例について耳を傾けました

災害時における施設の対応を発表
山近さん

〜
助
け
合
い
・
支
え
合
う

　
　
　
　
福
祉
の
町
　
酒
々
井
〜

酒
々
井
町
地
域
福
祉
フ
�
�
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

み
ん
な
で
創
ろ
う

20



　
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
〈
表

１
〉
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

※
検
診
は
指
定
の
日
時
と
な
り
ま
す
が
、
都

合
の
悪
い
場
合
は
変
更
で
き
ま
す
の
で
、
受

診
票
が
届
き
次
第
ご
連
絡
く
だ
さ
い
�

申
し
込
み
の
必
要
な
方

①
検
診
を
初
め
て
受
け
る
方

②
平
成
25
年
度
受
け
て
い
な
い
方

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
２
年
間

受
け
て
い
な
い
方

受
付
時
間

子
宮
頸
が
ん
検
診      

９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
　
12
時
45
分
～
14
時

乳
が
ん
視
触
診
　
12
時
45
分
～
14
時

乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
エ
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
８
時
45
分
～
11
時
　

　
　
　
　
　
　
　
12
時
45
分
～
14
時

※
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
エ
コ
ー
に
つ

い
て
は
、
５
月
26
日
㈪
、
27
日
㈫
、
６
月
24

日
㈫
の
み
午
後
は
15
時
ま
で

対
象
年
齢

子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳
以
上
奇
数
歳
の
希
望
者
（
Ｈ
６
年
12
月

31
日
以
前
生
ま
れ
の
奇
数
歳
の
女
性
）

※
平
成
25
年
度
受
け
て
い
な
い
方
は
、
偶
数

歳
で
も
受
診
で
き
ま
す
�

乳
が
ん
検
診
（
視
触
診
）　

30
歳
代
の
奇
数
歳
　
31
歳（
Ｓ
58
年
生
ま
れ
）・

33
歳
（
Ｓ
56
年
生
ま
れ
）・
35
歳
（
Ｓ
54
年

生
ま
れ
）・
37
歳
（
Ｓ
52
年
生
ま
れ
）・
39
歳

（
Ｓ
50
年
生
ま
れ
）

40
歳
代
の
奇
数
歳
　
41
歳（
Ｓ
48
年
生
ま
れ
）・

43
歳
（
Ｓ
46
年
生
ま
れ
）・
45
歳
（
Ｓ
44
年

生
ま
れ
）・
47
歳
（
Ｓ
42
年
生
ま
れ
）・
49
歳

（
Ｓ
40
年
生
ま
れ
）

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）　

40
歳
代
の
偶
数
歳
　
40
歳（
Ｓ
49
年
生
ま
れ
）・

42
歳
（
Ｓ
47
年
生
ま
れ
）・
44
歳(

Ｓ
45
年
生

ま
れ)

・
46
歳
（
Ｓ
43
年
生
ま
れ
）・
48
歳
（
Ｓ

41
年
生
ま
れ
）

50
歳
以
上
の
方
　
初
回
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
翌
年
か
ら
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
（
偶
数
歳
）
と
視
触
診
（
奇
数
歳
）

を
交
互
に
行
な
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
検
査
）

30
歳
代
の
偶
数
歳
　
30
歳（
Ｓ
59
年
生
ま
れ
）・

32
歳
（
Ｓ
57
年
生
ま
れ
）・
34
歳
（
Ｓ
55
年

生
ま
れ
）・
36
歳
（
Ｓ
53
年
生
ま
れ
）・
38
歳

（
Ｓ
51
年
生
ま
れ
）

申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈬
（
期
限
厳
守
）

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検
診
名
を
記
入

し
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
ハ
ガ
キ
（
４
月
30
日
㈬
必
着
）、
②
Ｅ
メ
ー

ル
、
③
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
④
電
話
、
⑤

Ｆ
Ａ
Ｘ

検
診
費
用

子
宮
頸
が
ん
検
診 

　
　
　
　 

　 

５
０
０
円

乳
が
ん
検
診
（
視
触
診
）  

　
　  

５
０
０
円

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
０
０
０
円

乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
）　 

１
，
０
０
０
円

※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方

①
75
歳
以
上
の
方
（
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

②
生
活
保
護
世
帯
の
方
（
検
診
当
日
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
を
お
持
ち
下
さ
い
。）

③
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
該
当
す
る
方

は
、
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
手
続
き
が
必
要
で
す
�）

注
意
事
項

①
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
１
日
に
検
診
の
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
日
に
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

③
５
月
中
旬
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５
‐
８
５
１
０
　
酒
々
井
町
中
央
台

４
‐
10
‐
１
　
☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

（
４
９
６
）
８
４
５
３

 kenkou
＠tow

n.shisui.chiba.jp

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
読
み
込
め
ま
す
。

　
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
の
歯
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢

が
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
（
さ
し
歯
・
か
ぶ

せ
た
歯
で
も
よ
い
）
が
20
本
以
上
あ
り
、
町

内
在
住
の
方
（
住
民
票
の
あ
る
方
）。

申
込
期
間
　
４
月
１
日
㈫
か
ら
４
月
25
日
㈮

ま
で

申
込
方
法
　
町
内
の
医
療
機
関
〈
表
２
〉
に

電
話
で
申
し
込
み
、
審
査
を
受
け
ま
す
。

※
参
加
さ
れ
た
方
全
員
に
記
念
品
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
町
の
代
表
に
選
ば
れ

た
方
は
、
６
月
に
行
わ
れ
る
印
旛
郡
市
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

H26. 4. 1 21

乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診

申
込
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

高
齢
者
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

〈表 2〉高齢者のよい歯のコンクール実施医療機関
医療機関名 電話番号

酒々井歯科医院 （ 4 9 6 ）2 0 1 7

阿部歯科医院 （ 4 9 6 ）3 5 3 5

鶴岡歯科医院 （ 4 9 6 ）6 5 8 5

おがた歯科医院 （ 4 9 6 ）8 4 5 0

梅村歯科医院 （ 4 9 6 ）7 7 7 4

宮野歯科医院 0 4 7 6（ 2 6 ）1 1 8 8

アップル歯科クリニック （ 4 9 6 ）9 6 1 1

ひら歯科医院 （ 4 8 1 ）7 7 0 7

すばる歯科医院 （ 4 9 7 ）0 6 4 8

しすい駅前歯科医院 （ 4 9 6 ）4 1 2 3

〈表１〉乳がん、子宮頸がん検診日程

期
　
日

検
診
の
種
類

５
月
23
日
㈮

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

子
宮
頸
が
ん
検
診

５
月
26
日
㈪

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

５
月
27
日
㈫

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

５
月
28
日
㈬

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

子
宮
頸
が
ん
検
診

６
月
２
日
㈪

乳
が
ん（
視
触
診
）

６
月
３
日
㈫

乳
が
ん（
視
触
診
）

６
月
４
日
㈬

乳
が
ん（
視
触
診
）

子
宮
頸
が
ん
検
診

６
月
５
日
㈭

乳
が
ん（
視
触
診
）

６
月
23
日
㈪

乳
が
ん（
視
触
診
）

６
月
24
日
㈫

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

乳
が
ん（
エ
コ
ー
）



　
歯
の
健
診
を
兼
ね
て
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
　
時
　
４
月
16
日
㈬
　
14
時
30
分
～
15
時

30
分

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３

月
ま
で
の
間
に
３
歳
児
健
康
診
査
を
受
け
た

方
で
、
む
し
歯
の
な
い
き
れ
い
な
歯
を
持
つ

子
ど
も
と
保
護
者
（
保
護
者
は
、
初
期
の
む

し
歯
で
治
療
済
み
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま

す
。） 

内
　
容
　
歯
科
医
師
に
よ
る
審
査
、
表
彰

※
参
加
者
に
は
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
と
な
ら
れ
た
方

は
、
町
の
代
表
と
し
て
印
旛
郡
市
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
11
日
㈮

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
人
は
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
心
も
体
も

変
化
し
て
い
き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
講
座
に
参
加
し
、
毎
日
を
い
き
い
き
と
過

ご
す
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
か
直
接

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
10
日
㈭
ま
で

※
初
日
は
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

９
時
20
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
毎
回
血
圧
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
部
参
加
で
き

な
い
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
バ
レ
エ
の
動
作
は
姿
勢
を
正
し
く
保
ち
、

手
や
足
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。
バ
レ
エ
の
基

本
ポ
ー
ズ
を
マ
ス
タ
ー
し
て
衰
え
に
く
い
体

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

期
　
日
　
４
月
11
日
㈮
、
18
日
㈮
、
25
日
㈮
、

５
月
２
日
㈮
、
９
日
㈮
、
16
日
㈮

時
　
間
　
10
時
～
11
時
30
分

定
　
員
　
25
人
（
申
込
先
着
順
）

講
　
師
　
青
山
琉
璃
子
さ
ん

持
ち
物
　
飲
み
物
、
滑
り
止
め
の
つ
い
た
５

本
指
靴
下
ま
た
は
底
の
薄
い
室
内
靴
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装

　
歩
く
・
体
を
支
え
る
な
ど
の
基
本
動
作
に

は
筋
力
が
必
要
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
衰
え

る
筋
力
を
維
持
す
る
た
め
の
運
動
を
実
践
し

な
が
ら
学
び
ま
す
。

期
　
日
　
４
月
16
日
㈬
、
23
日
㈬
、
30
日
㈬
、

５
月
７
日
㈬
、
21
日
㈬

時
　
間
　
10
時
～
11
時
30
分

定
　
員
　
25
人
（
申
込
後
抽
選
）

講
　
師
　
日
本
体
育
協
会
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
　
三
橋
好
子
さ
ん

持
ち
物
　
飲
み
物
、
室
内
靴
、
タ
オ
ル
、

動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
学
び
生
活
習
慣
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。
６
回
以
上
修
了
の
方
に

は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象
　
20
歳
以
上
の
方

期
日
・
内
容
・
会
場
〈
表
〉
の
と
お
り

時
　
間
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分
（
調
理
実

習
の
あ
る
日
は
９
時
30
分
～
13
時
）

定
　
員
　
20
人
（
申
込
先
着
順
）

調
理
実
習
費
　
第
２
回
、
６
回
、
10
回
に
各

５
０
０
円
を
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
実
施
日
時
に
つ
い
て
は
、
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
講
座
は
健
康
推
進
員
の
養
成
講
座
で

も
あ
り
、
修
了
者
の
方
に
健
康
推
進
員
と
し

て
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

は
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
各
講
座
共
通
事
項
〉

〈
各
講
座
の
内
容
〉
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親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

む
し
歯
の
な
い
子
　
集
ま
れ

65
歳
か
ら
の

健
康
づ
く
り
講
座

ヘ
ル
ス
ア
�
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

大
人
の
た
め
の
バ
レ
エ
教
室

健  

康  

体  

操

〈表〉ヘルスアップセミナー日程表

開
催
予
定
日

内
　
　
　
　
　
　
　
　
容

講
　
　
　
　
師

会
　
　
場

１

５
月
13
日
㈫

開
講
式
・
生
活
習
慣
病
と
が
ん

保
健
セ
ン
タ
ー
　
保
健
師

保
健
セ
ン
タ
ー

２

６
月
20
日
㈮

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
と
ヘ
ル
シ
ー
料
理

栄
養
士
　
小
別
當
　
ひ
ろ
子

中
央
公
民
館

３

７
月
25
日
㈮

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

舞
踏
家
　
青
山
　
琉
璃
子

保
健
セ
ン
タ
ー

４

９
月
10
日
㈬

健
康
体
操

日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
　

三
橋
　
好
子

保
健
セ
ン
タ
ー

５

10
月
６
日
㈪

ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

酒
々
井
町
健
康
推
進
員
協
議
会

保
健
セ
ン
タ
ー

６

11
月
28
日
㈮

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

酒
々
井
町
健
康
推
進
員
協
議
会

中
央
公
民
館

７

12
月
中
に
予
定

心
の
ケ
ア
講
演
会
（
仮
称
）

未
定

保
健
セ
ン
タ
ー

８

１
月
28
日
㈬

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

酒
々
井
町
健
康
推
進
員
協
議
会

中
央
公
民
館

９

２
月
10
日
㈫

口
腔
ケ
ア

保
健
セ
ン
タ
ー
　
歯
科
衛
生
士

保
健
セ
ン
タ
ー

10

３
月
12
日
㈭

修
了
式
・
伝
統
料
理
　
太
巻
き
ま
つ
り
寿
司

栄
養
士
　
小
別
當
　
ひ
ろ
子

中
央
公
民
館

む
し
歯
の
な
い
子
　
集
ま
れ



◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0 ～ 15歳まで）
所在　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
開所日時  ※受付は、閉所の15分前までとなります。

◎成田市急病診療所
所在　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館敷地内）
　　　☎0476（27）1116

◎こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

※受付は、診療終了の15分前までとなります。

※来診する際は、事前に電話を入れ、
　保険証を持参してください。

診療科目および日時

会場：保健センター

今月の行事

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時
日曜・祝日
8月13日～15日
12月29日～1月3日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時 日曜・祝日
8月13日～15日
12月29日～1月3日歯 科 10時～17時

予防接種
委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せきジフテリア
破傷風混合・不活化ポリオ（単抗原）・4種混合・
日本脳炎、ヒブ、小児の肺炎球菌

小学校
6年生 ジフテリア破傷風混合

月～土曜日 　19時～翌日６時

日曜日・祝日
年末年始

　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

日 内　　　容 時　　　間

8日㈫
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ25.5月生

10時～11時

4か月児
Ｈ25.11月生

13時30分～
14時30分

3日㈭
10日㈭
17日㈭

ゆりかごルーム 9時30分～12時

21日㈪ ヘルシーウォーキング
（雨天中止）

受付時間
9時10分～9時20分

15日㈫ １歳6か月児健康診査
Ｈ24.8月・9月生

受付時間
12時45分～13時15分

16日㈬ 親と子のよい歯の
コンクール

14時30分～
15時30分

7日㈪
14日㈪
21日㈪
28日㈪

健康相談
歯科健康相談 9時30分～11時

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
診
結
果
の
見

方
、
子
ど
も
の
発
達
状
況
の
確
認
な
ど
保
健

師
に
よ
る
各
種
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
体
脂
肪
測
定
・

子
ど
も
の
身
長
・
体
重
測
定
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
健
康
相

談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
歯
の
み
が
き
方
や

お
口
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
毎
週
月
曜
日
　
９
時
30
分
～
11
時

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
は
不
要
で
す
の
で
直
接
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
健
康
手
帳
・
健
診
結
果
・
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
夜
間
、
子
ど
も
の
具
合
が
急
に
悪
く
な
っ

た
と
き
に
、
看
護
師
や
小
児
科
医
が
電
話
で

症
状
を
伺
い
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
受
診
し

た
ほ
う
が
良
い
か
、
家
で
様
子
を
み
て
も
大

丈
夫
か
な
ど
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
時
間
　
19
時
～
22
時
（
年
中
無
休
）

電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

の
方
は
（
２
４
２
）
９
９
３
９
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健
康
相
談
・
歯
科
健
康
相
談

こ
ど
も
急
病
電
話
相
談



　「あいさつ・思いやり・感謝の心」
など精神教育を中心に野球を指導して
います。酒々井っ子あつまれ！
活動日時　毎週土・日曜日　９時～１
6時（試合の時は時間変更あり）
活動場所　中央台公共用地
募集対象　町内の４年生以下の小学生、
幼稚園児（男女は問いません）
年会費　３年生以上男子12,000円、３
年生以上女子10,000円、1・2年生5,000
円、幼稚園児1,000円、入会金なし、
ユニフォーム貸与、保険はチームで掛
けます。
申込方法　直接会場でお申し込みくだ
さい。
問い合わせ　川尻☎（４９６）５１１４
根本☎（４９７）１５３５

　サッカーを通じて子どもの心身をた
くましく鍛え、明朗で礼儀正しい、協
調精神に富む人の育成を目的としてい

ます。
活動日時　毎週土・日曜日　9時～ 12
時
活動場所　大室台小学校グラウンド
募集対象　町内の小学生（男女は問い
ません）
入会金　1,000円
月会費　1 ～ 3年生1,000円、4 ～ 6年
生1,500円　※保険代は別途年間800円
申込方法　直接会場でお申し込みくだ
さい。
問い合わせ　出山☎０８０（３４６２）
６０６１　久保田☎（４９６）８８００

　体力、やる気の向上によって、もっ
と上手く、もっともっと野球が楽しく
なるような元気な子どもの育成を指導
の目標としています。一緒に野球を始
めませんか！見学も大歓迎します。
活動日時　毎週土・日曜日および祝日
8時30分～ 17時
活動場所　酒々井小学校グラウンド

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　 4月１日㈫～4月30日㈬
固定資産課税台帳の閲覧　　　4月１日㈫～随時
平成26年度の固定資産税納税通知書は4月１１日㈮に発送予定です。

問い合わせ　税務課資産税班　☎　114・115

納付期限
　 4月30日㈬まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税 第 1 期

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第 4 期
第 8 期
第 6 期
第 8 期

内

納税通知書は４月10日㈭に
発送予定です。

4月の

募集対象　町内外の小学1年生から6年
生（男女は問いません）
月会費　1,000円（入会金なし）
申込方法　直接会場でお申し込みくだ
さい。
問い合わせ　木村☎（４９６）０２０５

　小学生の皆さん、剣道を始めません
か。礼に始まり礼に終わる日本の伝統
武道の稽古に一緒に励みましょう。
　体験・見学会を下記のとおり行いま
すので、ぜひ会場にお越しください。
日時　4月中の土・日曜日　8時30分
～ 10時30分
会場　大室台小学校体育館
対象　町内の小学生（男女は問いません）
持参するもの　運動に適した服装、タ
オル、飲物
※入会者は、5月10日㈯より稽古開始
となります。一般の参加も可能です。
問い合わせ　坂口☎（４９６）０２１４
小早稲☎（４９６）３３６１

少年サッカー  酒々井FC

少年野球  酒々井ビッグアローズ

少年野球  酒々井ジャガーズ

酒々井剣道教室
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相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 ３日㈭、17日㈭　13時～16時　社会福祉協議会 社会福祉協議会☎（４９６）６６３５

法律相談 10日㈭、24日㈭　13時～16時　社会福祉協議会
社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※電話予約制です。事前にお申し込みください。

（申込先着順１日６件まで）

人権相談 15日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階会議室 健康福祉課人権推進室

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・小出喜市さん、小宮山清志さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） 15日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます

就学・教育相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
４日㈮　10時～15時　

役場中央庁舎１階会議室
18日㈮　10時～15時　

経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園
中央保育園

月曜日～金曜日（祝休日を除く）
９時～17時
※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談
17日㈭　10時～15時
税務住民課年金班へお越しください

税務住民課年金班☎ １２１・１２２



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（7時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

日時　４月16日㈬～ 22日㈫　10時～
16時　※16日㈬は13時～、22日㈫は
15時まで（月曜日は休館）
会場　酒々井町中央公民館 １階ロビー
問い合わせ　徳田☎（４９６）８１１６

　五穀豊穣を祈願して演舞が奉納され
る上岩橋の獅子舞が4月6日㈰に行わ
れます。江戸時代中期から伝承され、
町の無形民俗文化財にも指定されてい
るこの獅子舞をぜひ一度ご覧下さい。

〈巡回場所・予定時刻〉

 ・駒形神社 9時 ・菊賀神社 11時
 ・大鷲神社 14時　
※時間は予定の時刻です。

　町の新しい顔、アウトレットとその
周辺にある先祖が大事に守りぬいてい
てくれた神社・石仏を散策します。
日時　４月20日㈰　９時30分集合

（小雨決行）
集合場所　町中央公民館
参加費　１００円（資料代）
持ち物　弁当、飲み物等
コース　中央公民館―東光寺―大川戸
―六所神社―ハーブガーデン（休憩）
―アウトレット（昼食）―伊豆神社―
住吉神社―総合公園（休憩）―中央公
民館（１５時頃帰着予定）
主催　酒々井町郷土研究会
後援　酒々井町教育委員会
問い合わせ　郷土研究会会長　岡田利
光　☎（４９６）００７４

　さくら斎場では、消費税率の引き上
げや老朽化に伴う施設の改修工事等の
見込みなどから平成26年７月１日㈫か
ら使用料金を次のとおり改定します。

（主な改定内容）

 ・大人の火葬場使用料

現行6,000円から改定後7,000円
 ・式場使用料

現行78,750円から改定後97,200円
※詳細は、お問い合わせください。
問い合わせ　佐倉市、四街道市、酒々
井町葬祭組合事務局（さくら斎場）☎

（４８４）０８４６

　歌会始のお題は ｢本｣ と定められま
した。｢本｣ ですが、「ぼん」、「ぽん」、

「もと」等のように読んでもよく、「本」
の文字が詠み込まれていれば差し支え
ありません。詠進歌は、お題を詠み込
んだ自作の短歌で1人1首とし、未発
表のものに限ります。
　書式は、習字用半紙を横長に用い、
右半分にお題と短歌、左半分に郵便番
号、住所、電話番号、氏名（本名、ふ
りがなつき）、生年月日、性別及び職
業（なるべく具体的に）を縦書きで書
いてください。
　なお、用紙は半紙とし、記載事項は
全て毛筆で自書してください。
申込期限　9月30日㈫（当日消印有効）
申込方法　「〒100-8111　宮内庁」と
し、封筒に ｢詠進歌｣ と書き添えてく
ださい。
問い合わせ　疑問がある場合は、直接、
宮内庁式部職あてに返信用切手を貼っ
た封筒を添えて、9月20日㈯までに問
い合わせてください。

 http://www.kunaicho.go.jp/

受験資格　①昭和59年４月２日～平
成５年４月１日生まれの方　
②平成５年４月２日以降生まれで、次
に該当する方

（イ）大学を卒業した方および平成27
年3月までに卒業する見込みの方

（ロ）人事院が（イ）に掲げる方と同
等の資格があると認める方
申込手続　インターネット申し込み

（原則インターネット申込となります。）
受付期間　４月１日㈫～４月14日㈪
まで受信有効
案内交付場所　（インターネット申込
用）東京国税局または最寄りの税務署
もしくは人事院各地方事務局（所）
※人事院ホームページからもダウン
ロードすることができます。

 http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.
htm
試験日　第１次試験　６月８日㈰　第
２次試験　７月15日㈫～７月23日㈬
のうち指定された日時
問い合わせ　成田税務署総☎０４７６

（２８）５１５１ ３１２・３１３

　音楽に合わせて楽しく体を動かして
誰でも出来る体操を行っています。初
心者の方大歓迎です。
活動日時　第１・２・３・４水曜日　
10時～ 12時
活動場所　中央台公民館1階　講堂
会費　入会金500円、月額1,300円
問い合わせ　杉澤☎（４９６）２３９８

第12回葦の会展（油絵展） さくら斎場　使用料を改定

健康クラブ

平成26年度国税専門官募集

H26. 4. 1 25

町内史跡めぐり
墨地区とアウトレット方面

出かけてみませんか！
上岩橋の獅子舞

平成27年歌会始
お題と詠進歌のお知らせ

催　し お知らせ

会員募集

日時　３月12日㈫、26日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣ 日時　４月８日㈫、22日㈫

　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

プリミエール酒々井休館日 4月7・14・21・28・30日 問（496）8681

17日㈭  図書館のみ休館図書館館内整理日 問（496）8682

　
中
央
公
民
館
の
主
催
事
業
で
活
動
し
て
い
る
�
カ
レ
�

ジ
コ
�
ス
10
期
生
の
健
康
ウ
�
�
キ
ン
グ
班
が
作
成
し
た

ウ
�
�
キ
ン
グ
マ
�
プ
﹁
歩
い
て
め
ぐ
る
発
見
の
み
ち
﹂

が
�
中
央
公
民
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
�

　
Ａ
３
版
で
全
12
コ
�
ス
が
作
成
さ
れ
た
マ
�
プ
に
は
�

コ
�
ス
の
延
長
距
離
や
所
要
時
間
�
歩
き
目
線
の
目
印
�

文
化
財
や
楽
し
い
情
報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
�
ど
な

た
で
も
無
料
で
入
手
で
き
ま
す
�

　
作
成
メ
ン
バ
�
の
相
川
班
長
︵
写
真
左
︶
は
�﹁
誰
に

で
も
わ
か
り
や
す
い
地
図
な
の
で
�
ぜ
ひ
�
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
�
町
内
の
散
策
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
�﹂
と
笑
顔
で
語
�
て
い
ま
し
た
�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
�
プ

「
歩
い
て
め
ぐ
る
発
見
の
み
ち
」
を
作
成

休日窓口開庁日　27日（日）8:30 ～ 12:00

【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　６月号掲載希望分は４月25日㈮までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　 05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　 10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　 20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、企
画財政課広報広聴班までお問い合わせください。
☎ 043（496）1171　222内

26

ぬくもりが伝わる手書きのウォーキングマップ

ウォーキングマップ作成メンバーの相川さんと大澤さん

4月

日 行　　事　　名 掲　載
ページ

1㈫

しすい・ハーブガーデン開園 16

土地・家屋価格等帳簿の縦覧（～30日）

固定資産税課税台帳の閲覧（随時）
13

中央公民館利用登録受付（～15日） 16

6㈰

町消防団入団式（中央公民館）

上岩橋の獅子舞 25

8㈫ 酒々井小学校・大室台小学校入学式

9㈬ 酒々井中学校入学式

10㈭ おはなし会（15時30分～図書館）

20㈰ 町内史跡めぐり 25

26㈯ 行政連絡員会議

27㈰ おはなし会（15時～図書館）


